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～実践編～  伝統的工芸品 

 

日本にはたくさんの伝統的工芸品があります。経済産業大臣が指定している伝統的工芸品の他に、各都道府

県で指定している伝統的工芸品もあります。長野県内では経済産業大臣指定が７品目、長野県知事指定が２１

品目あり、案外身近な場所にあるものです。今回は経済産業大臣が指定している伝統的工芸品を中心に資料の

探し方を紹介します。本を見ているうちに好みの伝統的工芸品が見つかるかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

１ テーマについて調べるキーワード 

まず、これから調べるもののキーワードを集めるとポイントを絞って情報を検索することが出来ます。 

「あっ太君」（館内検索端末）でこれらのキーワードを使って検索すると詳細情報がわかります。 

 

 

 

 

 

２ 入門的な情報源 

本を探す前に百科事典や専門事典などの参考資料を見て、テーマの基本的な情報を得ると、一層探しやすく

なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【凡例】 

★ （ ）内は本の背についているラベル。置いてある場所を示しています。 

★ ラベルに“R”がついている、または“館内”というシールが貼られている本は貸出 

できません。館内でご利用ください。 

★ 貸出できない本でも、必要な部分のコピーはできます（1枚…10円） 

 

～キーワードの例～ 

伝統工芸 調べたい伝統工芸の名称（松代焼等） 工芸品 伝統産業 職人 手仕事 

長野・伝統工芸……など 

＊『全国伝統的工芸品総覧 平成 18年度版』 同友館 （750/セ/06） 

＊『角川日本陶磁大辞典』 角川書店 （R751/カ） 

＊『漆工辞典』 角川学芸出版 （R752/シ） 

＊『日本人形玩具大辞典』 東京堂出版 （R759/ニ） 

＊『長野県百科事典』 信濃毎日新聞社 （N030/ナ）……など 
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３ キーワードにあった図書や視聴覚資料を探す 

図書館の資料は、原則としてテーマごとに分類されて書架（本棚）に並べてあります。 

長野図書館の蔵書の中から、資料の一部を紹介します。 

 

【陶磁器について調べる】 

『六古窯を訪ねる』平凡社（751/ロ） 

『九谷モダン』芸術新聞社（751/ク） 

『備前』阿部出版（751/ヒ） 

 

【漆器について調べる】 

『漆はジャパンである』時鐘舎（752/ウ） 

『漆芸の見かた』誠文堂新光社（752/コ） 

 

【染織について調べる】 

『残したい手しごと日本の染織』世界文化社（753/カ） 

『日本の伝統的織りもの、染めもの』日東書院本社（753/ミ） 

『着物のふるさと・染め織り巡り』グラフィック社（753/キ） 

 

【木工品・竹工品について調べる】 

『一位一刀彫』日貿出版社（713/ツ） 

『竹』農山漁村文化協会（657/タ） 

『岩谷堂簞笥』理工学社（758/ナ） 

『海を渡ったニッポンの家具』LIXIL出版（758/ウ） 

 

【人形玩具について調べる】 

『宮城伝統こけし』理工学社（759/シ） 

『おとなの学校 5』平凡社（750/オ/5） 

 

【職人について調べる】 
『技者（わざもん）』創藝社（750/シ） 

『伝統工芸を継ぐ女たち』學藝書林（750/セ） 

『伝統工芸を継ぐ男たち』論創社（750/セ） 
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【長野県にある伝統的工芸品について調べる】 

『信濃路 No.1』信濃路（N050/シ/1）※貸出禁止の資料です。館内でご利用ください 

『信州伝統工芸の技を訪ねて』ほおずき書籍（N750/ウ） 

『軽井沢彫家具』軽井沢町商工会（N750/カ）※貸出禁止の資料です。館内でご利用ください 

 

【視聴覚（AV）資料を探す】 （視聴覚資料とは、ＣＤ、カセット、ＤＶＤなどのことです） 

『信州赤塩焼』ＤＶＤ 赤塩啓発委員会（751/シ） 

※ ＤＶＤは１階カウンター奥にあり館内視聴のみです。（あっ太君からはＤＶＤの検索は出来ません） 

 

４ 新聞・雑誌記事から探す 

新聞や雑誌は図書に比べて新しい情報を提供してくれる資料です。棚にない新聞や雑誌は書庫に入っていま

すので年月日、号数を指定の上カウンターまでお問い合わせ下さい。 

【新聞】 

 

                

 

 

 

（なお、昭和 55 年以前の信濃毎日新聞は館内 2 階にある信毎データベースにて閲覧することが出来ますの

で、そちらもご利用下さい） 

例）  2019年 12月 4日信濃毎日新聞 18面 

「竹細工作り「地域を身近に」 長野市戸隠などでモニターツアー」 

2019年 7月 20日信濃毎日新聞 29面 

「地元産を確保へ、ウルシ林草刈り 漆器組合 塩尻・松本で」 

2019年 7月 7日信濃毎日新聞 22面 

「飯山仏壇の技術体験フェスタ 伝統工芸士が指導 きょうまで」 

2017年 6月 6日信濃毎日新聞 22面 

「伊那紬や飯田紬、地域文化知って 駒ケ根で着付け体験始まる」 

2019年 6月 8日信濃毎日新聞 27面 

                    「飯山の伝統技術、生かす若い視点 文化学園大生、タイピンや

カフスボタン考案 内山紙・蒔絵・彫金、市内の業者らと開発」 

 

 

 

 

 

＊信濃毎日新聞朝刊（昭和55年～）・夕刊（昭和 58年～） 

＊朝日新聞＊産経新聞＊中日新聞＊日本経済新聞                  

＊毎日新聞＊読売新聞＊THE JAPAN TIMES     …各 3年分 

＊長野市民新聞（1996年～）＊週刊長野（1985年5月～）…など  
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【雑誌】 

雑誌は原則として３年保存になります。ただし、雑誌によっては永年保存の物もあるのでご不明な点はカ

ウンターまでお問い合わせ下さい。 

例） 『信州のモノづくり。』／『KURA』2017 年 12月号 

『手仕事の信州』／『KURA』2011 年 5月号 

５ インターネットから探す 

インターネットでは最新の情報を得ることが出来ますが、あらゆる情報が氾濫しているので信用出来る情報

とそうでないものがあり、情報の信憑性を確認する必要があります。以上の点を踏まえて、いくつかのサイト

を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

６ 伝統工芸に関する相談事例の紹介 

今までに長野図書館であった相談事例を一部紹介します。 

【模様の名称を教えてほしい。（四つ葉のような模様が繋がった形）】 

『原色染織大辞典』淡交社（R753/ケ） 

『衣服・布地の柄がわかる事典』日本実業出版社（586/イ） 

【松本てまりのつくり方が載っている本】 

『信州てまり』マコー社（N590/シ） 

『伝統のてまり』主婦と生活社（594/テ） 

 

７ 最後に 

このように伝統的工芸品を調べるのにも内容によって調べ方が変わってきます。それに伴い、書架の場所も

異なりますので分からないことがありましたらお気軽にカウンターまでお尋ね下さい。 

＊経済産業省：https://www.meti.go.jp/index.html 

トップページから ものづくり/情報/流通・サービス＞伝統的工芸品 

＊伝統工芸 青山スクエア：https://kougeihin.jp/ 

＊長野県 長野県伝統的工芸品： 

https://www.pref.nagano.lg.jp/mono/sangyo/shokogyo/seikatsu/kogehin.html  

＊戸隠中社竹細工生産組合：https://www.togakushi-takezaiku.com/  

https://www.meti.go.jp/index.html
https://kougeihin.jp/
https://www.pref.nagano.lg.jp/mono/sangyo/shokogyo/seikatsu/kogehin.html
https://www.togakushi-takezaiku.com/

